中国 -- コインにまつわるよもやま話 (特集 途上国とコイン) by 山田 七絵




経済研究所 / Institute of Developing










師をしていた日本人の友人から聞いた笑い話だが、彼女はある時学生に「私の好きなもの」というテーマで日本語作文の課題を出した。その際わかりやす 文章を書くコツとして、冒頭に一番重要なメッセージを書くようアドバイスした。数日後、ある学生が提出した作文の一行目に書かれたのが冒頭の一文である。学習中 外国語で書い という拙さを差し引いてもあまり 素直さに笑いを禁じえない。名誉のために言い添えれば、この学生は決して守銭奴というわけではなく自分や家族の生活のためにお金は必要不可欠だ、という主旨でこの作文を書い 。中国において金銭が話題にならない日はなく、人々にとって一と言って二と下
さが
らぬ関心事であることは




















なコインであるが、一部 地域では年に一度だけ一家の注目を一身に受けることが き 。北方中国では年越しの夜に家族全員で餃子を食べる習慣がある 、一部の地域で餃子にコインを仕込み、コインの入った餃子が当たった人にはその一年金運がもたらされる する風習がある。筆者の友人宅では、餃子 皮を破らない大き という理由から中に れるコイン一元で なくいつも脇役の一角硬貨であった。そも も中国が縁起物である のひとつは形が古代の銀貨に似ていること ある。それでも飽き足らず、更なる金運を祈願するこの風習から 、お金＝幸せという図式が素直に受け入れられ 実利主義的な気質がみてとれる。年初の挨拶 「新年快楽、恭喜発財、紅包拿来（新年おめでとう、商売繁盛、お年玉頂戴）！」と直接的である。　
当然といえば当然であるが、子
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